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のごはん

大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

２月18日（日）、徳之島町生涯学習センターホールにおいて
「第6回島われんきゃの祭典」が開催されました。

祭典では、開会式に続き表彰式が行われ、島口川柳の最優秀
賞者が教育長から賞状を受けとりました。続いて、昨年実施さ
れた「インターンシップ教育事業」と「海外語学留学事業」の
成果発表があり、「インターンシップ教育事業」では、参加し
た中高生がスライドを使いながら訪問先の企業や団体の様子を
紹介し、最後に感想を述べました。「海外語学留学事業」では、
留学先であるニューヨーク滞在の様子を参加者５名が英語で説
明したVTRを流したほか、会場から語学留学に関して質問を受
け付け、質疑応答を行いました。

舞台発表の部では、公民館講座の子ども講座の成果発表とし
て、三味線と島唄を学んだ亀徳小学校三味線クラブ、尾母小学
校、母間小学校三味線母間っこクラブが島唄を披露したほか、
神之嶺小学校2年生による島口劇「スイミー」や亀津小学校3年
生による島口劇「うらしまたろう」、亀徳小学校4.・5年生に
よる「浜下り」と「六調」等の島口劇や踊りが元気いっぱいに
披露されました。

会場には子ども達の頑張りを見届けようと多くの人が訪れ、
声援やあたたかい拍手を送っていました。

【島口川柳最優秀賞者（敬称略）】

○小学校低学年の部 最優秀賞 藤田 真帆（神之嶺小1年）
○小学校中学年の部 最優秀賞 玉城 湖華（山小4年）
○小学校高学年の部 最優秀賞 米 翔真（亀津小５年）
○中学生の部 最優秀賞 加 笑真（井之川中３年）

町青少年育成町民会議では、各種団体の長や高校生委員等が集まり、子ども達の健全育成について協
議やさまざまな取り組みを行っています。今年度の社会環境部会の取組事項「スマホ等の適切な使用」に
関連して、２月28日からの毎週水曜日、スマホ等の午後９時オフ！に関する防災無線放送を実施します。
町民みんなでスマホ等の使用が子ども達に与える影響を理解し、大人が率先してスマホ等と適切に付き

あうことで子ども達の健やかな成長を見守りましょう。

スマホ等の「午後９時オフ！」に取り組もう！！

「午後９時オフ！」を推進するのはどうして？

画面を見る機器の利用時間が長くなると、睡眠時間・学力・脳機能・体力・視力
コミュニケーション能力の低下につながると言われています。また、長時間のテレビ
やネット、ゲーム等は脳（前頭前野）の発達を遅らせ、思考力の低下や精神機能の下
降を起こす可能性が高いとされており、「午後9時オフ！」により、子どもの成長の
ため、画面を見る機器の使用を早めに控え、早寝に取り組んでもらうためです。



3月16日（土） 子ども体験講座「バルーン講座」

青少年育成の日

3月17日（日） 親子で運動あそび講座

家庭の日

3月20日（水） 谷口たかひさお話し会

3月行事予定 家庭教育支援チーム「 」から一言

子育てに
正しい答えはありません。

3月のおはなしの時間 9日・23日

日々の行動や生活習慣の積み重ねが全ての成長の支え
になります。生活リズムを整えてあげること、そして身
体の成長を考えて栄養ある食事をあたえるよう
に、子どもの心の栄養になるような言葉を工
夫し、子どもの心を愛で満たしてください。

２月11日（日）町健康の森運動公園自由広場で地
女連主催の「グラウンド・ゴルフ大会」が3年ぶりに
開催され、当日は、12チーム72人が出場してクラブ
さばきを競いました。

団体は、中区Aチームが制し、個人では安田靜子さ
んが優勝しました。今回の大会では、上原会長が町商
工会から多くの景品（27社）を提供いただき、大い
に盛り上がりました。ご協力くださった皆様に厚く御
礼を申し上げます。

今年は初めてクラブを握った初心者メンバーも多く
出場していましたので、今後も若い会員からベテラン
会員まで女性連の活動への理解促進のため、新しい取
組や楽しいイベントを開催していきたいです。

（徳之島町地女連 文化部長 作元 ゆかり）

町地女連活動報告（その10）

グラウンド・ゴルフ大会を
開催しました

家庭教育支援チーム「つむぎたい」が文部科学大臣表彰を受賞

令和5年度「家庭教育支援チーム」の活動の推進に係る
文部科学大臣表彰において、徳之島町家庭教育支援チーム
「つむぎたい」が表彰を受け、令和6年2月9日（金）に文
部科学省で開催された表彰式に支援員を代表して清瀬利津
子さんが出席しました。また、２月16日（金）には、町長
へ報告するとともに改めて伝達式を行いました。

本町の家庭教育支援チームは、平成26年度に活動を開始
し、延べ11名の方が活動されてきました。家庭教育支援
チーム「つむぎたい」は令和3年度に新たに名称を変えて
文科省に登録を行い、現在は、6名の方が家庭教育支援員
として町から委嘱され活動を行っています。

「つむぎたい」では、「できる人が、できる時間に、で
きる事を」を合い言葉に、支援員それぞれのスキルを生か
して、家庭教育学級等での家庭教育講話や親子体験講座の
実施、子育てサロン「ママnavi」の運営など保護者に寄り
添った活動を積極的に行ってきた実績を評価され、全国で
20団体、九州で唯一の表彰となりました。

清瀬支援員は、「保護者に寄り添い、保護者と家庭、地
域と学校の繋がりをつくるのが私たちの役目。保護者の方
に気軽に相談できる人がいることを知ってもらう活動を今
後も続けていきたい」と語っていました。

家庭教育支援チーム「つむぎたい」の皆さん表彰おめで
とうございます。 参加した「つむぎたい」と関係者


